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□転入  167 人　□転出  165 人
□出生    23 人　□死亡    70 人

　令和 6 年 7 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　54,900 人（ － 522）
　〔うち外国人 785 人〕
　　男　26,023 人  （ － 214）
　　女　28,877 人  （ － 308）
■世帯数　27,786 世帯（+99）

　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
事
業

　

明
治
十
八
年（
１
８
８
５
年
）に
発
足
し

明
治
二
六
年（
１
８
９
３
年
）に
改
称
し
た
筑

豊
石
炭
鉱
業
組
合
は
主
な
設
立
目
的
で
あ

る
筑
豊
炭
鉱
業
界
の
利
益
確
保
、官
公
庁

や
石
炭
輸
送
業
者
等
と
の
交
渉
の
他
に
、個

別
の
炭
鉱
で
は
対
応
が
困
難
な
教
育
研
究

施
設
の
設
立
運
営
を
行
って
き
ま
し
た
。

  

救
護
練
習
所
や
石
炭
坑
爆
発
予
防
調
査

所（
所
在
地
は
現
在
の
多
賀
公
園
か
ら
後

に
筑
豊
鉱
山
学
校
の
隣
接
地
に
移
転
）の
他

に
、官
立
で
は
な
く
組
合
が
直
接
経
営
す
る

私
立
の
学
校
と
し
て「
筑
豊
鉱
山
学
校
」を

設
立
し
ま
し
た
。

　
筑
豊
鉱
山
学
校
の
設
立

　

日
清
戦
争（
明
治
二
七
年
〜
二
八
年
）を

契
機
と
す
る
出
炭
量
の
増
大
に
伴
い
、採
炭

現
場
で
の
中
堅
技
術
者
の
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
り
、鉱
山
学
校
設
立
の
動
き
が
始

ま
っ
た
も
の
の
そ
の
後
の
不
況
に
よ
り
いっ
た

ん
見
送
ら
れ
、大
正
六
年（
１
９
１
７
年
）に

設
立
が
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

　

頓
野
村
の
近
津
神
社
の
隣
に
用
地
を
確

保
し
て
校
舎
の
建
設
を
開
始
し
大
正
八
年

（
１
９
１
９
年
）に
開
校
し
て
入
学
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
筑
豊
鉱
山
学
校
の
教
師
陣
と
学
科
編
成

　

初
代
校
長
に
は
京
都
帝
国
大
学
採
鉱
学

科
教
授
の
山
田
邦
彦
工
学
博
士
を
破
格
の

待
遇
で
迎
え
、他
の
教
員
や
実
験
器
具
も
当

時
の
最
高
レ
ベ
ル
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

貝
島・麻
生・安
川
な
ど
筑
豊
石
炭
鉱
業

組
合
幹
部
の
炭
鉱
主
達
の
心
意
気
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
生
徒
達
が
学
ぶ
学
科
と
し
て
は
、時
代
の

要
請
に
応
じ
て
本
科・別
科・普
通
科・高
等

科
が
設
置
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
受
験
資
格
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
筑
豊
鉱
山
学
校
の
歴
史

　

昭
和
二一年（
１
９
４
６
年
）に「
筑
豊
鉱

山
工
業
学
校
」と
改
称
、二
年
後
の
学
制
改

革
に
よ
り「
筑
豊
鉱
山
高
校
」と
な
り
ま
し

た
が
、当
時
の
運
営
母
体
で
あ
っ
た
九
州
石

炭
鉱
業
協
会
の
経
営
悪
化
に
よ
り
学
校
経

営
が
困
難
に
な
り
昭
和
二
五
年（
１
９
５
０

年
）に
県
立
への
移
管
が
実
現
し
て「
福
岡
県

立
筑
豊
鉱
山
高
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、学
科
の
改
組
や
新
設
が
行

わ
れ
て
総
合
化
が
進
み
、昭
和
三
六
年

（
１
９
６
１
年
）に「
福
岡
県
立
筑
豊
工
業

高
校
」と
改
称
し
ま
し
た
。

　
県
立
実
業
系
高
校
の
再
編
成
に
よ
り
、平

成
十
七
年（
２
０
０
５
年
）に
宮
若
市
の
鞍

手
竜
徳
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
筑
豊
工
業

高
校
は
閉
校
と
な
り
、筑
豊
鉱
山
学
校
以
来

の
八
六
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

閉
校
時
の
学
科
は
、開
発
土
木
科（
採
鉱

科
→
開
発
工
学
科
→
）・機
械
科（
鉱
山
機

械
科
→
）・土
木
科・電
気
科
で
し
た
。

　

併
設
さ
れ
た「
直
方
石
炭
鉱
業
技
術
員

要
請
所
」、戦
後
に
合
併
し
た「
九
州
日
満

工
業
学
校
」（
現
在
の
直
方
市
立
直
方
第
三

中
学
校
の
土
地
に
あ
り
ま
し
た
）を
加
え
る

と
大
正
時
代
の
開
校
以
来
の
卒
業
生
の
数

は
１
３
５
０
０
人
に
お
よ
び
、多
数
の
技
術

者
を
送
り
出
し
て
地
域
に
大
き
な
貢
献
を

及
ぼ
し
た
学
校
で
し
た
。

　
跡
地
に
は
平
成
二
十
年（
２
０
０
８
年
）に

福
岡
県
立
筑
豊
高
等
学
校
が
直
方
市
植
木

か
ら
移
転
し
て
現
在
に
至
って
い
ま
す
。

  
直
方
の
炭
鉱
の
歴
史

  
第
7
回

　

筑
豊
鉱
山
学
校
の
歴
史

第第114114回回

筑豊鉱山学校の校旗
（筑豊高校資料室で展示）


